
■法的な位置づけ

・建築基準法施行令第47条1項に記載のある「鉄骨の横架材」に該当することを想定しています。

→鉛直荷重のみを負担する横架材(耐力壁からの変動軸力を負担することがない)であれば、併

用構造（混構造）とならないと考えられます。

※併用構造と判断される可能性もあるため、設計前に建築主事や確認申請機関に相談すること
を推奨します。

■接合耐力値

・木部-軽量H形鋼接合部

・木部-補剛材接合部

・上載梁接合部（上載梁接合プレート）

木部-軽量H形鋼接合部せん断試験 木部-補剛材接合部せん断試験

性能確認試験で接合耐力値を明確化

※その他の接合耐力は設計式から算出

上載梁接合プレート引張試験

TN-WOLSH Beam技術資料 TN-WOLSH Beam検定シート TN-WOLSH Beamオーダーシート

■各種資料・ツール

各種資料・ツールはHPからダウンロードできます。

火打ちレス金物

火打ちレス金物
構面仕様一覧
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Deco-tube

その他のよくあるお問合せは下記から
ご参照ください。
タツミホームページ「火打ちレス金物」
https://www.tatsumi-web.com/product/hiuchi-less/

火打ち材と同様に「木造軸組工法住宅の許容
応力度設計（2017年版）」（（財）日本住宅・木材
技術センター）に記載されている「○○m2以下
に1本：○○kN/m」の考え方で水平構面の耐力
を計算できますか？

区画の大きさによって水平構面の床倍率（許容せ
ん断耐力）を評価しておりますので、火打ちレス
金物1箇所での耐力を評価しているわけではあ
りません。したがって「○○m2以下に1本：○○
kN/m」でのご使用はできません。

建物をすべて金物工法にする必要がありますか？ 火打ちレス金物で形成する床構面を金物工法
（テックワンP3）で計画していただければ、そ
の他を別の工法（在来工法など）で計画されて
も構いません。

「柱勝ち」部に火打ちレス金物は配置できますか？ 「柱勝ち」部への配置は適用範囲外です。
「梁勝ち」部のみを適用範囲としております。

火打ちレス金物を不整形の構面に「3ヶ所」配置で
きますか？

火打ちレス金物は「2ヶ所」または「4ヶ所」配置
の整形(正方形・長方形)で評価しております。
不整形や「3ヶ所」配置は適用外となります。

“常識を覆す!?”美しい吹き抜けに欠かせないパーツ
「火打ちレス金物」の魅力をご紹介！
https://www.youtube.com/watch?v=WRN1JRe0UPI

※詳細は【火打ちレス金物 技術資料】の『技術資料 4.火打ちレス金物配置部の構造説明図・5.水平構面（火打ちレス金）の適用範囲』をご参照ください。

よくあるお問合せの一例を紹介します。

「火打ちレス金物 技術資料」はこちら
からご覧ください。

筒型装飾金物 Deco-tube（HDCⅢ用）
Deco-tubeの取り付け

84
86


